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「サントリー水の国くまもと応援プロジェクト」について 

 

●活動主旨 

平成２８年（２０１６年）熊本地震の復興支援のため、サントリーグループ一体

となった復興支援活動の取り組みを開始しました。 

 

サントリー九州熊本工場を熊本県内に置く企業として同県の復興に貢献したい

との思いから、「熊本地域における地下水の持続可能性に貢献する活動」「文化・

芸術・スポーツを通じた心と体の支援活動」を中心に継続して実施しています。 

 

●主な活動 

（１）熊本地域における地下水の持続可能性に貢献する活動（約１億５千万円） 

熊本県の産業・観光振興の基盤であるとともに、県民の生活を支える貴重な資源

である地下水の持続可能性に貢献すべく、公益財団法人くまもと地下水財団※１と

ともに「サントリー熊本地下水みらいプロジェクト」を開始しました。水源涵養

のための湛水
かんすい

農地「冬
ふゆ

水
みず

田
た

んぼ※２」の復旧に取り組むほか、水源涵養対策の

拡大を図っています。 

※１ 熊本県の県民・事業者・行政等が一体となり、熊本県の清冽で豊かな地下水を未来に残す

ため２０１２年に設立。 

※２ 肥沃土の生成や雑草の減少を目的とし、休耕する冬期の田に水を張る伝統農法。水が地下

に浸透することによる効率的な地下水涵養が期待されている。サントリーグループは、

より幅広く地下水涵養を機能させるべく、２０１０年から行政や地域の協力のもと熊本

県上益城郡益城町にて「冬水田んぼ」の活動を実施している。２０１７年は２月６日に

復旧取材会、６月１７日に田植え取材会を実施している。 

 

（２）文化・芸術・スポーツを通じた心と体の支援活動（約１億５千万円） 

被災した方々、とりわけ子どもたちや避難所・仮設住宅での生活を余儀なく 

されている方々の心と体の支援をしたいという思いから、文化・芸術・スポーツ

を通じた活動を実施しています。公益財団法人サントリー芸術財団と連携した

コンサートや音楽教室の実施、サントリーバレーボール部、ラグビー部による

スポーツ教室の開催など、地域に寄り添った活動を積極的に展開しており、 

２０１７年は地元の子供たち向けのラグビークリニックやウィーン・フィル 

ハーモニー管弦楽団による献奏などの取り組みを実施しました。 


